
日本将棋連盟三島支部 
第 13 回三島市長杯争奪将棋大会

時８月13日㈰場日大三島高校A棟６階・大会議

室内クラス別で実施▶一般３クラス▶小学

生以下２クラス。招待棋士：日本将棋連盟・

青野照市九段費一般 1,500 円、小学生以下

700 円定100 人申・問山口☎ 090・1093・3030
注参加者の会場への乗用車の乗り入れ不可

三島弦楽アンサンブル　第 13 回 
弦楽合奏によるファミリーコンサート
時８月 27 日㈰午後２時（開場）、午後２時

30 分～３時 40 分場市民文化会館・小ホー

ル内30 人の弦楽合奏▶曲目：ロンドンデ

リーの歌、おくり人、宇宙戦艦ヤマト、春

の声、ゼビリアの理髪師、鎌倉殿の 13 人費

無料※予約なし定350 席問熊谷☎ 919・4754

文化 琴城流大正琴 伊豆琴慧会　～大正琴
とともに～　昭和歌謡コンサート 2023
時９月 10 日㈰午後１時～３時 30 分場市民

文化会館・小ホール内大正琴の音色ととも

に、昭和の 64 年間を振り返るコンサート

です。第１部：昭和元年～ 30 年代。第２部：

昭和40年代～64年。計26曲を演奏します。
費1,500 円申・問神田☎ 080・2621・4831

三島ソフトテニス協会 
秋季ソフトテニス教室

時８月 30 日～ 11 月 15 日の毎週水曜日午

後６時 30 分～８時 30 分場市民体育館・

文教コート対小学生以上費4,000 円（10

回分）持ソフトテニスラケット、シュー

ズ申８月 30 日㈬午後６時よりコート入口

で受付問大庭☎ 080・2615・6911

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー 三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイベント
や会員募集を紹介するものです。掲載申込みの詳細は、市HPをご覧ください。
※電子申請からお申し込みください。
問広報課☎983・2620

反核市民の会 
第 22 回　平和のための戦争展

時８月 18 日㈮～ 23 ㈬（月曜休館）午前９

時～午後７時（初日は午後１時から、最終

日は午後５時まで）場生涯学習センター３

階・市民ギャラリー内展示内容：三島にも

戦争があった、ヒロシマ・ナガサキ 原爆と

人間、戦争と子ども、絵手紙・絵本・墨塗

り教科書・戦争遺品など問加藤☎ 986・3180スポーツ

その他

10 月１日号への掲載の申込みは、
８月 ２4 日㈭までに電子申請

電子申請はこちら▶
（https://logoform.jp/form/pqff/143867）

（ 電 子 申 請 が ご 利 用
い た だ け な い 場 合
は、申込用紙を広報課 
℻ 983・2719）

【凡例】　時とき・場場所・内内容・講講師・費費用（記載なしは無料）・対対象・
　　　　定定員・持持ち物・注注意事項・申申込み（記載なしは不要）・問問合せ
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島の
　

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
佐
藤
の
佐
藤
光
さ
ん

が
生
産
す
る
ト
マ
ト
が
、
仕
事
や
勉
強
に
よ

る
一
時
的
な
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
感
を

緩
和
す
る
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
の
含
有
量
が
高
い
「
機

能
性
表
示
食
品
」
と
し
て
消
費
者
庁
に
届
け

出
さ
れ
、
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
3
年
前
か
ら
、
県
の
研
究
施

設
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
が
実
施
す
る
Ａ

Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
農
業
の
飛
躍
的
な

生
産
性
向
上
と
農
業
を
軸
と
し
た
関
連
産
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
促
進
す
る
取
り
組
み
）

の
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
し
、
Ｊ
Ａ
と
一
緒

に
な
っ
て
、
静
岡

県
農
林
技
術
研
究

所
の
特
許
技
術
を

使
っ
た
ト
マ
ト
の

生
産
と
デ
ー
タ
分

析
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

問合せ　広報課☎ 983・2620

　
「
高
機
能
・
高
品
質
な
ト
マ
ト
栽
培
に
は
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
切
な
量
の
水
と
肥

料
を
与
え
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。
こ

の
ハ
ウ
ス
で
は
、
ト
マ
ト
の
株
の
重
さ
を
自

動
測
定
し
た
う
え
で
、
水
と
肥
料
を
与
え
る

タ
イ
ミ
ン
グ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
シ
ス
テ

ム
を
用
い
て
い
ま
す
。」
と
話
す
佐
藤
さ
ん
。

　
「
本
気
で
研
究
し
た
も
の
を
、
本
気
で
現

場
で
作
る
か
ら
『
ミ
シ
マ
ガ
チ
ト
マ
ト
』
と

名
付
け
ま
し
た
。
三
島
と
い
う
名
前
を
付
け

て
い
る
の
で
、
地
域
で
し
っ
か
り
育
て
て
、

良
い
ブ
ラ
ン
ド
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
シ
マ
ガ
チ
ト
マ
ト
は
、
甘
く
て
味

が
濃
い
こ
と
が
特
徴
で
、
年
に
２
回
の
生
産

時
期
（
①
６
月
下
旬
～
８
月
②
12
月
中
旬
～

３
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
生
産
さ
れ
て
い
る
ト
マ
ト
は
、
Ｊ
Ａ

ふ
じ
伊
豆
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
み
し
ま
る
か
ん
」
で
８
月
下
旬
ご
ろ
ま
で

販
売
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

機能性表示食品
　ミシマガチトマト

第 3回

▶
佐
藤
光
さ
ん
〔
中
〕
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私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
朗
ら
か
で
笑

顔
、
人
が
大
好
き
、
作
る
事
大
好
き
、
食

べ
る
事
大
好
き
で
す
。

　
中
で
も
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
炊
い
て
作

る
お
む
す
び
は
、
甘
い
香
り
で
、
ふ
っ
く

ら
も
ち
も
ち
愛
情
ビ
タ
ミ
ン
入
り
で
す
。

食
べ
る
と
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

「 

お
米
一
粒
一
粒
に
は
神
様
が
宿
っ
て
い

る
か
ら
感
謝
し
て
残
さ
ず
食
べ
よ
う
ね
。」

優
し
く
語
り
か
け
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
か
げ
で
、
私
は
食
べ
物
を
粗
末
に

し
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
沢
山
話
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

わ
た
し
の
　

わ
た
し
の
　

　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

　
　
　
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　

当
番
　
い
ち
ょ
う
だ
　
の
ぞ
み

当
番
　
い
ち
ょ
う
だ
　
の
ぞ
み    

さ
ん
さ
ん

　
広
報
み
し
ま
５
月
１
日
号
、
勘
兵

衛
が
見
た
山
中
城（
五
）の
続
き
で
す
。

　　

報
告
書
「
山
中
城
跡
Ⅱ
」

（
一
九
九
四
）
刊
行
後
の
発
掘
調
査

で
得
ら
れ
た
新
発
見
デ
ー
タ
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
推
定
を
「
渡
辺
勘
兵
衛

武
功
覚
書
」
と
と
も
に
表
現
し
ま
し

た
。

　

山
中
城
跡
の
発
掘
調
査
は
、「
三

島
市
遺
跡
地
図
」
に
す
べ
て
の
位
置

関
係
が
記
録
（
図
中
黄
色
部
分
）
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
正
式
報
告
後
の
調

査
地
点
は
山
中
新
田
集
落
内
の
個
人

住
宅
建
替
え
に
伴
う
調
査
例
（
図
中

青
色
部
分
）
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
検
出
さ
れ
た
堀
跡
や

土
橋
、
予
測
さ
れ
る
谷
と
水
の
流
れ

は
、
極
め
て
巧
み
な
遺い

こ
う構

（
土
地
に

対
す
る
加
工
や
造
成
の
痕こ

ん
せ
き跡

）
で
し

た
。
本
戦
ま
で
の
準
備
は
土
地
に
刻

ま
れ
、
現
在
も
そ
こ
か
し
こ
に
埋
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
検

出
さ
れ
る
遺
構
に
よ
っ
て
は
こ
の
説

も
更
に
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

�
勘か
ん
べ
え

兵
衛
が
見
た
山
中
城
（
六
）

す
。

　

勘
兵
衛
の
記
述
か
ら
、
戦
況
を
分

析
す
る
と
、「
も
し
、
山
中
城
の
守

備
兵
が
約
三
倍
の
一
万
二
千
人
で
火

縄
銃
と
鉄
砲
玉
、
火
薬
な
ど
の
物
資

が
潤
沢
で
あ
っ
た
な
ら
」
山
中
城
は

難
攻
不
落
の
城
で
あ
っ
た
と
予
測
し

ま
す
。

　

そ
の
根
拠
は
、
主
要
な
曲く

る
わ輪

に
入

る
谷
は
非
常
に
狭
く
、
豊
臣
方
が
準

備
し
た
数
万
の
兵
は
、
一
挙
に
攻
め

込
む
こ
と
が
で
き
な
い
地
理
的
条
件

に
あ
り
ま
す
。
第
一
陣
の
攻
撃
兵
は
、

「
仕し

よ
り寄
」（
城
内
か
ら
の
攻
撃
を
回
避

し
て
身
を
守
る
溝
を
谷
部
に
掘
り
、

敵
陣
に
近
づ
く
戦
法
）
を
作
っ
た
主

要
な
谷
部
（
黒
矢
印
）
の
三
千
人
と
、

真
向
対
決
を
す
る
尾お

ね
あ
ん
ぶ

根
鞍
部
（
赤
矢

印
）
の
四
千
人
、
合
計
七
千
人
が
限

界
で
あ
っ
た
と
予
測
し
ま
す
。
物
資

が
潤
沢
で
あ
れ
ば
出
丸
で
完
全
に
守

り
切
り
ま
す
の
で
、
豊
臣
方
が
一
度

に
投
入
で
き
る
兵
の
数
で
は
、
北
条

方
の
優
勢
は
続
き
、
し
ば
ら
く
は
落

ち
な
い
城
の
構
造
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

９
月
か
ら
、
月
１
回
、
第
３
日
曜

日
に
現
地
ガ
イ
ド
を
少
人
数
で
行
い

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、
正
式
報
告
と

は
異
な
る
案
内
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
の
場
合

は
、
郷
土
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

No.422

▲調査地点と全進入ルート　

楽寿園内の郷土資料館では、企画展「学校の美術品展 Part １」を 10 月１日㈰まで開催しています。
郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228

▲ホームページ
　はこちら
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